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標高1,100mを超える開田高原は、御嶽山を背景に「コブシ」や「白樺林」「そばの花が咲く農村風情」など四季折々の景色が美しく、その自然景観はここに住む多くの住民にとって誇りと言えます。

当地域（旧開田村）では1972年（昭和47）に開田高原開発基本条例を制定し、今日まで行政と住民が一体となって、屋外広告の規制や集落内景観整備事業、屋根のペンキ代助成事業、銘木百選事業などの取り組みを行ってきました。また、日本在来馬の一種「木曽馬」の保存活用や「そば」「すんき」といった郷土の特産品開発にも力を注いできました。

　これらの活動が認められ、昨年（平成18）10月「日本で最も美しい村連合」へ木曽町開田高原として加盟することが出来ました。美しい景観や環境、文化が保たれることによって多くの観光客が訪れ、近年は都会からのIターン者も増え、10年前の人口とほとんど変わらない状況をみると、これまでの取り組みは間違っていなかったと思うと同時に、将来にわたって美しい地域づくりに取組もうという決意にもなります。

「美しい」というと、まず景色に意識が行きがちですが、「人情」や「気くばり」も大きな「美しさ」だということをある講演で聞きました。住民の気持ちの「優しさ」が人の表情の「美しさ」をつくり、それが景観として現れ、来訪者に対して「おもてなしの心」が生まれ、それをとおして「幸せなむらにしよう」という気持ちになるというお話でした。

少子高齢化が進み、高齢者世帯が多い当地域にあっては「地域まちづくり計画」策定の基本は「人と人とのつながり」や「仲間づくり」にあると思います。そのことから計画づくりの初期の段階から、「区長会」と「専門委員会」でワークショップ（参加型の研究会）という手法を用いて検討を重ねてきました。参加者全員が自分の意見を出し合い、協働作業を通してお互いの考え方や、立場の違いを理解しながら計画づくりが出来たことは、大変有意義なことだと思います。

それをもとに、開田高原地域協議会としての基本方針をまとめましたので、以下に記載します。こうした取り組みは、まだまだ始まったばかりであり計画については修正の余地もあると思いますが、見直しを行いながら活動を具体化していくことで「心癒される美しいふるさと」をめざします。
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　地域の概要

　開田高原地域は、木曽御嶽の東方に位置する標高１,１００ｍ余の高原地帯です。西は岐阜県高山市に接し、北に松本市、東は木祖村・木曽町福島、南は木曽町三岳に隣接している。東西２２ｋｍ、南北９ｋｍにわたり、１４９.５㎢　の面積をもち、この間に西野川、把之沢川、末川の３川が南に流れ木曽川の源となり、その平坦地に耕地が開けて三大地区を形成している。標高が１,１００ｍ余の高原地帯であるため、年平均気温は８.４℃と低く、降水量は

２,２００㎜と木曽町の中でも比較的多い地域です。

　当地域は、むかし筑摩郡木曽庄に属し、末河村と称して一村であった。元和年間に分村し、西野村・末川村となったが、明治８年３月に合併して開田村と改称した。しかし、明治１４年３月再度分村して２村となり、明治２２年再び合併して開田村と復名しています。

　そして平成１７年１１月１日、旧木曽福島町・日義村・三岳村との町村合併により、「木曽町」として新たな歴史をスタートしたところです。

　計画策定の経過と組織

　平成１７年１１月１日の木曽町誕生と同時に、木曽町まちづくり条例が制定されました。それに伴い、それぞれの地域が主体となって活動を行いながら、身近な課題を解決できるよう自治組織＝地域協議会（下記組織図）が発足されました。

　地域に住む住民が、協働してまちづくりを進めていくため、その指針となる「地域まちづくり計画」を策定し、それに沿って活動していきます。
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